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丹沢でみつけたスゴい石
丹沢山地の化石・岩石・鉱物

令和７年度 秋期特別展 開催中！
開催中！

【関連行事】すべて参加料無料
＜自由参加行事＞
　特別展示解説
  　日時：① 11/2( 日 )、② 11/22（土）、③ 12/20（土）　
　  各回 午後 3 時 30 分～ 4 時 30 分
　体験学習「丹沢からきたガーネットを探そう」
　  日時：11/16（日）午前 10 時～ 12 時 
  　参加：時間内ならいつでも参加可能
　記念講演会「丹沢のスゴい鉱物と化石」
　  日時：11/30 ( 日 )　午後 3 時 30 分～ 4 時 50 分
 　 講師：寺島靖夫氏（益富地学会館　1 級鉱物鑑定士）
　　　　  野崎 篤（当館学芸員）

＜申し込み制行事＞
    ・往復はがき、またはＷＥＢフォームから申し込み。
    ・往復はがきは行事名・氏名・住所・電話番号を記入のこと。
    ・応募は一件につき一組二名まで。
　体験学習「微化石標本をつくろう」
 　 日時：12/27（土）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
 　 締切：WEB フォーム　12/15（月）
　　　　  往復はがき　  12/12（金）当日消印有効
　体験学習「丹沢産の鉱物標本をつくろう」
  　日時：1/11（日）午前 10 時 30 分～ 12 時
　  講師：宇野夏樹氏（自然観察指導員）
　  締切：WEB フォーム　12/22（月）
　　　　  往復はがき　  12/19（金）当日消印有効

　神奈川県から山梨県にまたがる広大な丹沢山地は、日本よりはるか南で生まれた海底火山が、本州に衝突して生
まれました。丹沢から見つかる美しい、あるいは奇妙な化石、岩石、鉱物は、山々の特殊な成り立ちをも教えてく
れます。本展示では、丹沢を愛した研究者やコレクターの所蔵品も交えた、丹沢産の珠玉の石をご紹介します。

あなたと博物館あなたと博物館あなたと博物館
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平塚郷土史入門講座
第 1 回

相模武士団の興亡
2025 年 10 月 19 日 ( 日 )

第 2 回

坂東の戦国
2025 年 11 月 30 日 ( 日 )

第 3 回

天下泰平への道
2025 年 12 月 28 日 ( 日 )

第 4 回

近世平塚の領主たち
2026 年 1 月 25 日 ( 日 )

第 5 回

近世金目川の治水と利水
2026 年 2 月 22 日 ( 日 )

第 6 回

幕末の村おこし
2026 年 3 月 22 日 ( 日 )

　古代から近世の平塚地域の歴史を全６回の講座で
紹介します。事前の申込みは不要です。
　■会場：博物館１階　講堂
　■時間：午前 10 時～ 11 時 30 分 ( 開場は９時 30 分 )

　■参加：自由参加（定員は各回６０人）

　■講師：博物館学芸員

　2025 年は、星の文人と称された英文学者・天文随筆家、野尻抱影の生誕 140 周年です。
星を愛し、星や星座についての著作を数多く残した彼の足跡を、「星」「プラネタリウム」

「冥王星」「星の和名」といったキーワードを元に、貴重な資料とともに振り返ります。抱
影愛用の望遠鏡「ロング・トム」も登場！

　■会場：博物館１階　寄贈品コーナー　＆　博物館 2 階　情報コーナー
　■会期：2025 年 11 月 7 日 ( 金 ) ～ 2026 年 1 月 12 日 ( 月・祝 )
　■協力：大佛次郎記念館・コスモプラネタリウム渋谷

ろばたばなし

野尻抱影生誕 140年記念展示 野尻抱影　星の文人の軌跡

■日時：11 月 16 日 ( 日 )　午後 3 時 15 分～ 3 時 45 分
■場所：博物館 1 階 相模の家

　博物館1階の相模の家の座敷で、平塚に伝わる話を含
めた昔話などを聞きませんか？

抱影愛用の望遠鏡「ロング・トム」▶
　　　　　　［大佛次郎記念館 蔵］

◀国指定史跡「五領ヶ台貝塚」を保存する五領ヶ台公園

■日時： 11 月 29 日 ( 土 ) 午前 10 時～午後 3 時

五領ヶ台貝塚と万田貝塚に行こう（定員 20 人）
■内容： 両貝塚とその周辺の遺跡を歩いて回ります (6km 弱の予定 )。
■申込： 往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号を記入 )、または博物館

ホームページの応募フォームから申込。（応募多数時は平塚市内在住者
を優先し抽選）

■締切： 往復はがき：11 月 14 日（金） 当日消印有効 ／ 応募フォーム：11 月 18 日（火）

発掘調査
100 周年記念

終了しました

学芸員が語る相模の家の暮らし「エビス講」
　博物館1階の相模の家の座敷で、11月20日に各家で
行われるエビス講の行事についてお話しします。

■日時：11 月 16 日 ( 日 )　午後 1 時 15 分～ 1 時 35 分
■場所：博物館 1 階 相模の家

星を見る会「土星と秋～冬の星を見よう」
■日時：12 月 19 日 ( 金 )　午後 7 時～ 8 時 30 分（雨天曇天時中止）
■場所：博物館屋上　　■定員：80 人（応募多数時抽選 )
■申込：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号を記入、1 通につき 4 人まで ) または、
　　　　博物館ホームページの Web フォームから申込（右の QR コードもご利用ください）
■締切：往復はがき    ：12 月 5 日（金） 当日消印有効　／　Web フォーム：12 月 7 日（日）



　

　　　　　　

● 定 員： ７０人／自由席
● 投影日時： 右上の表を参照（投影は午前１１時～と午後２時～／特別投影は午後３時３０分～）　各回約５０分間
● 観 覧 料： ２００円（１８歳未満と６５歳以上の方は無料／６５歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意下さい）
● 観 覧 券： 午前１１時の回、午後２時の回、特別投影の整理券を当日午前９時から受付で配布します ( 代表者のみでも可、５枚まで )

午前１１時の回は午前１０時１５分から、午後２時の回と特別投影 ( 午後３時３０分の回 ) は午後１時１５分から観覧券を販
売します 
観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、投影開始１５分前までに３階のプラネタリウム室にお越し下さい

● そ の 他： 番組の内容は急遽変更になる場合があります 
投影開始後のご入場、途中退出はできません

プラネタリウム観覧のご案内
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11月のプラネタリウム 11月 月 火 水 木 金 土 日
１ ２

11時 ★ ☆
14 時 ☆ ☆

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
11時 ★ ☆
14 時 ☆ ☆

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６
11時 ★ ☆
14 時 ☆ ☆

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
11時 ★ ☆
14 時 ☆ ☆

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
11時 ★ ☆
14 時 ☆ ☆

15 時 30 分 ◆

☆：一般向け投影　★：幼児向け投影　◆特別投影

★幼児向け投影：クルムカとマジックロケット

　宇宙が大好きな森の妖精クルムカと友だちのキッピーが、
愉快なロボットガイドのロビックスと一緒に楽しく宇宙を冒険
します！

制作：FulldomeStudio DN

　■投影日：12 月 27 日 ( 土 ) までの　土曜日　午前 11 時～

☆一般向け投影： 星は巡る星は巡る
　　　　　　　　　　　　～星の文人・野尻抱影が見つめた星空～星の文人・野尻抱影が見つめた星空

　星や星座に関する著作が多く、星の和名を収集したことで
知られる“星の文人” 野尻抱影。2025 年は彼の生誕140周
年です。彼のエッセイを紐解きながら、彼が見つめた星空を
見上げてみましょう。

声の出演：オグラミツヒロ（雑貨団）／やしろのりこ（雑貨団）

　■投影日： 11 月１日 ( 土 ) ～ 12 月 28 日 ( 日 ) の

　　　　　　土曜日　　　　　　  午後 2 時～
　　　　　　日曜日・12/25( 木 )　午前 11 時～、午後 2 時～

　■投影日： 11 月 30 日 ( 日 )　午後３時 30 分～

詳しくは 12 月号をご覧ください！
　■投影日： 12 月 6 日 ( 土 )　午後３時 30 分～

◆特別投影：星空散歩

! 予告！

　「星空散歩」は50 分間すべて星空についてお話をする投影です。今回は、
12月～1月に見られる星座（平塚からは見えない南天の星座も！）や天文
現象を紹介します。

▲抱影が愛したオリオン座
［撮影：大井正子 ( 平塚市博物館天体観察会 )］

◆特別投影： 星空タイムトラベル「縄文人が見上げた星空」
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入 館 料：無料

開 館 時 間：午前９時～午後５時 (入館は午後４時３０分まで )

プラネタリウム観覧料

：２００円 (減免などの詳細は３ページ参照 )

休 館 日：月曜日 (祝日の場合は火曜日に振り替え )

月末日 (特別展開催期間や土・日曜日は開館 )

年末年始・くん蒸・点検等

その他、予告なく休館する場合もございます

来館のご案内

★事前申込制行事は右のＱＲコード

　から申込ができます。

　博物館ＨＰからも申込できます。

★平塚市のＬＩＮＥ、平塚市博物館のＸ ( 旧 

Twitter) でも情報を発信しています。

ＬＩＮＥ：平塚市公式ＬＩＮＥ (@hiratsukacity)　

行事参加のご案内

Ｘ (旧 Twitter)：平塚市博物館【公式】（@hirahaku_)

☆ ： プラネタリウム 投影日
○ ： 申込制行事
▽ ： 申込終了
◎ ： 当日整理券 ・ 自由参加
◆ ： プラネ特別投影

無印 ： 年間会員制
プ ： プラネ一般投影
特 ： 特別展
寄 ： 寄贈品コーナー展示
情 ： 情報コーナー展示

日
本
産
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
属

　
　
幼
生
期
の
す
べ
て

星
は
巡
る
　
～
星
の
文
人
・
野
尻
抱
影
が
見
つ
め
た
星
空
（
12
月
28
日
ま
で
）

星
は
巡
る
　
～
星
の
文
人
・
野
尻
抱
影
が
見
つ
め
た
星
空
（
12
月
28
日
ま
で
）

野
尻
抱
影
生
誕
140
周
年
記
念
「
野
尻
抱
影
　
星
の
文
人
の
軌
跡
」
展
（
1
月
12
日
ま
で
）

野
尻
抱
影
生
誕
140
周
年
記
念
「
野
尻
抱
影
　
星
の
文
人
の
軌
跡
」
展
（
1
月
12
日
ま
で
）

野
辺
山
天
文
台
展
in
平
塚

丹
沢
で
み
つ
け
た
ス
ゴ
い
石 

～
丹
沢
山
地
の
化
石
・
岩
石
・
鉱
物
（
1
月
12
日
ま
で
）

丹
沢
で
み
つ
け
た
ス
ゴ
い
石 

～
丹
沢
山
地
の
化
石
・
岩
石
・
鉱
物
（
1
月
12
日
ま
で
）

　１１月 プ 特 寄 情
1 土 ☆
2 日 地球科学野外ゼミ 講堂

☆
◎ 秋期特別展展示解説 特別展示室
▽ 八幡・四之宮の石仏めぐり 野外
▽ 小中学生向け連続講座

「博物館のとびら～好きを見つける７日間～」講堂
3 祝 文化の日　祝日開館
4 火 休館日
5 水
6 木 古代生活実験室 科学教室
7 金 古文書講読会 講堂
8 土 祭りばやし研究会 科学教室 ☆
9 日 生き物ズームプロジェクト 野外

☆平塚の古代を学ぶ会 科学教室
流星観察会 講堂

10 月 休館日
11 火
12 水
13 木 石仏を調べる会 特別研究室

展示解説ボランティアの会定例会 講堂
14 金 古文書講読会 講堂

○ 星を見る会「遠くの惑星と秋の星を見よう」屋上
15 土 ▽ 自然教室「秋の自然観察会 2」 野外 ☆東国史跡踏査団 野外
16 日 ▽ 天文学入門講座「変な星たち」 講堂

☆
◎ 体験学習「丹沢からきたガーネットを探そう」科学教室
◎ 学芸員が語る相模の家の暮らし「エビス講」相模の家
◎ ろばたばなし 相模の家

17 月 休館日
18 火 聞き書きの会 科学教室
19 水 民俗探訪会 講堂

裏打ちの会 科学教室
20 木
21 金 古文書講読会 講堂

祭りばやし研究会 科学教室
22 土 ◎ 秋期特別展展示解説 特別展示室

☆地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
天体観察会天文学分科会 講堂

23 日 勤労感謝の日 ☆
24 祝 振替休日　開館
25 火 休館日
26 水 天体観察会太陽分科会 講堂
27 木 石仏を調べる会 特別研究室
28 金 古文書講読会 講堂
29 土 ○ 考古学入門講座

「五領ヶ台貝塚と万田貝塚に行こう」野外 ☆
30 日 ◆ 特別投影「星空散歩」 プラネタリウム

☆◎ 講演会「丹沢のスゴい鉱物と化石」 講堂
天体観察会定例会 講堂

◎ 平塚郷土史入門講座「坂東の戦国」講堂

　１２月 プ 特 寄 情
1 月 休館日
2 火
3 水
4 木
5 金 古文書講読会 講堂
6 土 ◆ 特別投影「星空タイムトラベル

　縄文人が見上げた星空」プラネタリウム
☆祭りばやし研究会 科学教室

地球科学野外ゼミ 野外
7 日 ◆ 特別投影「月にいのり、星をまつる」プラネタリウム

☆平塚の古代を学ぶ会 科学教室
▽ 小中学生向け連続講座

「博物館のとびら～好きを見つける７日間～」講堂
8 月 休館日
9 火

10 水
11 木 石仏を調べる会 特別研究室

古代生活実験室 科学教室
12 金 古文書講読会 講堂
13 土 東国史跡踏査団 野外 ☆
14 日 ▽ 天文学入門講座「変な星たち / 激変星」講堂

☆◎ ろばたばなし 相模の家
天体観察会天文学分科会 講堂

15 月 休館日
16 火 聞き書きの会 科学教室
17 水 民俗探訪会 講堂

裏打ちの会 科学教室
18 木 展示解説ボランティアの会定例会 講堂
19 金 古文書講読会 講堂

祭りばやし研究会 科学教室
○ 星を見る会「土星と秋～冬の星」 屋上

20 土 ◎ 秋期特別展展示解説 特別展示室

☆
○ お飾りをつくろう 講堂

地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
天体観察会定例会 講堂

21 日 生き物ズームプロジェクト 室内
☆◎ 考古学入門講座「土器タッチ会」 寄贈品コーナー前

22 月 休館日
23 火 天体観察会太陽分科会 講堂
24 水
25 木 石仏を調べる会 科学教室
26 金 古文書講読会 講堂

○ 算数×天文
「惑星の楕円軌道を体験しよう！」 特別研究室

27 土 ○「微化石標本をつくろう」 科学教室 ☆
28 日 ◎ 平塚郷土史入門講座「天下泰平への道」講堂 ☆
29 月
30 火 年末休館
31 水
　2026 年１月
1 木
2 金 年始休館
3 土
4 日 令和８年　開館 ☆
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博物館行事カレンダー　※予定は変更になる場合があります


